
　東
とう
北
ほく
地
ち
方
ほう
太
たい
平
へい
洋
よう
沖
おき
地
じ
震
しん
による津波では大きな被

ひ
害
がい
を受けました。津波はどのよう

な被害をもたらすのでしょうか。

▶津波の特
とく
徴
ちょう

　津波による被害を防ぐために，津波の特徴を知っておきましょう。

❶短時間で到
とう

達
たつ

する
　　日本周辺で起きた地震により発生した津波の多くは，短時間で沿岸部に到達しています。東北地方
太平洋沖地震の際，石

いしの

巻
まき

市鮎
あゆ

川
かわ

では地震発生の40分後に最大8.6m以上の津波が観測されています。
❷揺

ゆ
れなくても津波は来る

　　チリ地震津波のように，太平洋の反対側などで起きた地震により，遠くから時間をかけてやってくる
津波もあります。

❸高いところまで遡
そ

上
じょう

する
　　岬

みさき

の先
せん

端
たん

やＶ字型の湾
わん

の奥
おく

などの特
とく

殊
しゅ

な地形の場所では，津波が集中するので高い津波となった
り，高いところまで津波がかけ上がったり（遡上）することがあります。東北地方太平洋沖地震では，
宮
みや

城
ぎ

県南
みなみ

三
さん

陸
りく

町志
し

津
づ

川
がわ

で浸
しん

水
すい

高19.6m以上，女
おな

川
がわ

町で遡上高34.7mが記録されています。
❹川を遡

さかのぼ
る

　　津波は川を遡ることがあります。東北地方太平洋沖地震の津波では河口から49kmの地点まで遡っ
たともいわれています。

❺何回もやってくる
　　津波は反射を繰

く

り返すことで何回も押
お

し寄せたり，複数の波が重
なり高い波になったりすることがあります。最初の津波が一番高いと
は限らず，後で襲

おそ

ってくる津波のほうが高い場合もあります。
❻引き波が先に来るとは限らない
　　津波が発生した場所と海岸との位置関係によっては，潮が引くこ
となく，最初に大きな波が押し寄せる場合があります。

▶東北地方太平洋沖地震の津波
被害と浸水面積（宮城県内）

　東北地方太平洋沖地震では，北米プレートの一部が海底で持ち

上がったともいわれ，それに伴
ともな

って発生した大津波が東北を中心

にした太平洋沿岸に押し寄せました。この巨
きょ

大
だい

津波により，沿岸

各地は壊
かい

滅
めつ

的被害を受けました。
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■市町村別津波浸水範囲の土地利用別面積

※東日本大震災における
　全浸水面積（561㎢）の
　約6割に相当327㎢

浸水面積
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河川地及び湖沼・海浜・海水域 田・その他の農用地・森林・荒地・ゴルフ場
その他の用地（空港・港湾地区、人口造成地の空地等）
幹線交通用地 建物用地

震度
震度7

震度6弱

震度6弱未満

震度6強

浸水域

栗原市

石巻市
女川町

気仙沼市

南三陸町

東松島市

涌谷町

利府町
富谷町

大郷町
松島町

大和町
大衡村

色麻町

加美町

美里町

登米市

大崎市

角田市

蔵王町

仙台市

名取市
川崎町

村田町

丸森町

白石市

柴田町

亘理町

山元町

岩沼市

七ヶ宿町

多賀城市

塩竈市
七ヶ浜町

大河原町

日本海側でも津波は起こる
　日本海側でも過去に大きな地震が何回も発生していま
す。1983年の日

に
本
ほん
海
かい
中
ちゅう
部
ぶ
地
じ
震
しん
や1993年の北

ほっ
海
かい
道
どう
南西沖地

震では津波が沿岸を襲い，大きな被害をもたらしました。
津波はプレート境界で起こる地震だけで起きるわけではあ
りません。日本海側には明らかなプレートの沈

しず
みがないの

で，津波は断層のずれによって起こったと考えられていま
す。
　日本海中部地震では遠足に来た子どもたちが津波にのみ
込
こ
まれ，北海道南西沖地震では，わずか2〜4分で津波が到

達し，大きな被害をもたらしました。日本海側で今後引き
起こされる津波の高さは，北海道や東北の一部では20mを
超
こ
えるところもあります。�（出典：平成26年9月「日本海における大規模地震に関する調査検討会」最終報告より）

　　　　　「津波の高さ」，「浸水高」，「遡上高」
　「津波の高さ」とは，津波がない
場合の潮位（平常潮位）と津波に
よって上

じょう
昇
しょう
した海面との差，「浸水

高」は陸上での津波の高さのこと
で津波の到達地点と平常潮位との
差，「遡上高」は平常潮位と陸へか
け上がった津波の高さとの差をい
います。

知っておこう知っておこう

知っておこう知っておこう

（出典：宮城県「東日本大震災復興期の取組記録誌〈概要版〉」）

　暮らしている地域や出かけた先での津波の危険性を知り，いざというときにはど
こに避

ひ

難
なん

するか調べてみましょう。

調べてみよう調べてみよう

北海道南西沖地震による津波で決壊した
堤防

押し寄せた巨大津波（岩手県宮古市）

災
害
に
つ
い
て
知
る

2. 津
つ

波
な み

災害を学ぶ第2章

津波で公民館屋上に乗り上げたバス
（石巻市雄

お

勝
がつ

町）

　　東北地方太平洋沖地震による津波の高さ・浸水高・遡上高
（参考：気象庁ホームページ「津波について」を加工して作成）

防災豆知識

津波の高さ

浸水高

検潮所

内は東北地方太平洋沖地震による津波の高さ・遡上高

遡上高

石巻市 8.6m以上

南三陸町 19.6m以上

女川町
34.7m

平常潮位（津波がない場合の潮位）平常潮位（津波がない場合の潮位）

（写真提供：岩手日報）

（写真提供：石巻市／東日本大震災アーカイブ宮城）

（写真提供：防災システム研究所）
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